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　本稿は 2019 年 11 月 30 日にルーテル学院大学 
チャペルにて開催された学校法人ルーテル学院創















































































































































































































































































































































































































































きました。そこではじめて SST（Social Skills 
Training: 生活技能訓練）を知って、前田先生の
講演を立ち見で聴かせてもらいました。　その場
で「私たちが探していたのは、これだ」と思った
んです。従来の治療される治療するという考え方
を超えて、一緒に考える、体験を重ねるという、
そういうアプローチが始まってたってことに、私
はものすごい衝撃を受けて、「これだ」と思った
んです。それで早速、前田先生を浦河にお呼びし
まして学ぶことになったんです。
　これは私たちが本当に大切な武器を手に入れた
と思ったんです。この SST っていうのは私たち
の従来の、何が大切か、「共に」という、この在
り方を裏付ける大切なツールになったんです。で
すから、2001 年に私たちがはじめた当事者研究
の一緒に研究するという発想は、まさに前田先生
との出会いがあったんですね。
　それで私は出入り禁止になったときに、私は心
に決めたことがあるんです。私を追い出した人た
ちの悪口、不平不満、非難は、絶対しないように
しようって心に決めました。これは私が善人だか
らじゃなくて、私は実験としてそれをやったんで
すね。5 年たって何と一緒に追い出された川村先
生が、なんと浦河にまた赴任してきたんです。奇
跡みたいなもんですよ。
　その川村先生が間に入って、「向谷地君、あん
た追い出した上司の先生が、何かあんたに話があ
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るって言ってるぞ」。それで忘年会のときに上司
の先生、今まで廊下で会って「おはようございま
す」と言っても、全くあいさつもされずに通り過
ぎてた先生と五年ぶりに話をすることができたん
です。緊張しました、すごく。「先生、どうもお
久しぶりです」って言ったら、先生は「君には負
けたよ」って、握手をしてきたんです。５年ぶり
に、私はまた仕事に復帰することができたんです
ね。
　そんなふうにして、私たちが少しずつ目を開か
れたときに、道が開かれたときに、私はスタッフ
を１人増員する必要があったんです。そこで前田
先生に、「先生、どなたかいませんか」。紹介され
たのは、ルーテルの卒業生でアメリカの留学から
戻って間もない伊藤恵里子さんでした。この伊藤
恵里子さんが浦河に来てくれたおかげで、子ども
支援、家族支援が浦河で始まったんです。
　浦河は今、応援にっていうことで、障害を持つ
子ども、いろんな事情で困難を抱えた親たち、で
も授かった子どもは大切な子どもとして、みんな
で応援して育てていこうという、そういう応援ミ
ーティングが注目されています。一番、熱心なの
が、東大の教育学部の先生たちです。しょっちゅ
う浦河にリサーチに来ています。その種をまいて
くれたのが、ルーテルを卒業して、すぐ母子生活
支援施設に行って経験を積み、アメリカでまたさ
らに研鑽を積んだ恵里子さんで、前田先生を通し
て浦河にやって来てくれたことからはじまりまし
た。
　ついでに言うと、伊藤恵里子さんに出会って、
うちの子どもたちが新潟の敬和学園という高校の
ことを知り「いいよー、あの高校は！」と言われ
たことがきっかけとなり次々に敬和に行くことに
なりました。そのときにうちの娘が言った言葉が
忘れられません。「お父さん、いろんな高校を選
ぶとき、何を基準に高校を選んだらいいのかな」
って、長女が聞いてきました。「そうだな」って
言っただけなのに、うちの娘は「あ、分かった。
どっち行ったら苦労ができるかでしょ！ 新潟行
ったら苦労できるかもしれない」っていうこと
で、敬和学園を選びました。
　そしてあの精神科医の川村先生の娘さん、直子
さん。非常に高校では優秀な成績で、何とソーシ
ャルワーカーを目指したいって、恐らく伊藤恵里
子さんを見てたんじゃないかと思いますが、大学
を選ぶ時にも伊藤さんが卒業された大学で、前田
先生のもとで学びたいと考えてルーテル学院大学
に進学され、卒業後は、病院のソーシャルワーカ
ーとして活躍されたんですね。そのボランティア
活動で出会った彼氏さんが、何と毎日新聞の記者
をやっていて、今回の毎日出版文化賞ですから、
不思議な出会い縁を感じます。
　数日前 NHK の「視点論点」で、東京大学の熊
谷晋一郎先生が「当事者研究から見える社会」っ
ていう解説をしました。2015 年、何とこの浦河
から立ち上がった、いつでも困ったときは自分た
ちで研究しようという、お茶の間から研究とい
う。研究者が研究するんじゃない、お茶の間か
ら、誰もが研究という 1 つの情報発信をはじめよ
う、困った親子関係でも、友達関係でも、学校で
も、何か困ったとき「さあ、みんなで一緒に研究
しよう」という、そういう草の根的な研究という
この発想が、今の時代を変える大切なキーワード
として、何と 2015 年に東京大学は、新しい学問
領域として当事者研究を立ち上げたわけです。
　今、東大の当事者研究のラボは、学際的な研究
拠点として大きな広がりを持っています。そして
今、全国各地に「研究」という 1 つのネットワー
クが広がりつつあります。さながら大学の私の部
屋は学生相談室のように、学部や学科を超えて、
さまざまな苦労人が集まる学生相談室みたいにな
ります。私の部屋は、まさに研究所です。いろん
な学生たちがいろんな話題を持ち込んで。ちょっ
と何かあると、「あ、じゃあ研究しよう」。ホワイ
トボードに親子を含めた人間関係とか、お金の使
い方、そういうことに苦労してる学生たちがみん
な集まってきて、「じゃあお金の研究しよう」、何
でも研究しちゃうんですね。
　こんなふうにいろんな失敗や行き詰まりの経験
を持った人たちが、その経験を持ち寄って、その
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現実の中から新しい可能性を生み出していこう。
それがこんな波及効果を生んでいます。例えば、
弱いロボットを造ろうと。人が助けなければいけ
ない情けないロボットを造るというアイデアが生
まれています。普通ロボットっていうと、人間の
できないことを全部やってくれる万能なイメージ
で、いかに人間を超えて、完璧なものを造るかっ
ていうのが、ロボットに対する期待としてありま
すが、逆に「弱いロボットを造ろう」。いわゆる
助け合わなければ生きていけない要素を、ロボッ
トに持ってもらう。これを、弱いロボットを学校
に持ち込むと、もう子どもたちがキャーキャー言
ってロボットを助けはじめる。不思議な現象が起
きています。
　そしてビジネスの領域でも、まさにこの弱さが
1 つの時代のキーワードとして、今、特に起業の
組織論とか経営論の中でも議論されはじめていま
す。まさに変革は、弱いところ、小さいところ、
遠いところから、まさに人間は助け合わなければ
生きていけない存在である。共に仲間になるこ
と、語ること、弱くなること、研究すること、こ
の営みを私たちの身近なところから、私たちの今
ここから起こしていくことによって、私たちは誰
しもが助け合わなければならない共にある在り方
を、手に入れることができるのではないかという
ふうに思っています。
　私は統合失調症を持つという経験を余儀なくさ
れた人たちが、実は私たちに対話の泉に戻ろうと
いうふうに呼び掛けている、大切な隣人であるよ
うな気がしてなりません。対話、まさにここに私
たちの未来の可能性があるのではないか。実は毎
日新聞のこの授賞式、選考委員長が、哲学者の鷲
田清一先生でした。しばらくぶりに先生にお会い
したんですけども、その先生は授賞式終わった
後、「先生、どちらに行かれるんですか」「これか
ら仙台なんです」って言うんです。「そういえば
先生、せんだいメディアテークの館長をやってお
られましたね」。
　そのメディアテークには、このような鷲田先生
の「対話の可能性」というメッセージが掲げられ
ています。「対話は他人と同じ考え、同じ気持ち
になるために試みられるのではない。分かり得な
い、分かり合えない、伝わらないというこのもど
かしさ、それを分かり合えない、伝わらないとい
う、このお互いのもどかしさをお互いに開いたと
きに、私たちは共に助け合える、そこに対話が始
まるのだ」とおっしゃっています。統合失調症と
か、こういう心の病というものの経験には、もし
かしたら私たちを私たちたらしめる大切な可能性
を持った人たちとして、私たちは尊重しなければ
ならない。またそういう経験をした人たちに、学
ぶことを私たちはしていかなければならないとい
うふうに思っています。
　最後に、私たちは、バングラデシュの NGO の
活動をしている、キリスト教海外医療協力会の方
たちとつながっています。このバングラデシュに
は、家で座敷牢につながれている精神障害者の方
たちがたくさんいるということで、私も訪ねてい
きました。
　そしてその鎖につながれたり、牢屋のような部
屋で裸で暮らしている人たち、そしてこの方たち
も統合失調症なんですけど、こうして本当にごみ
の中にまみれて路上で暮らしているこの方たちの
ことを思って、今、浦河にいながら、アジア、ア
フリカで多くの統合失調症や精神疾患を持った人
たちが、このような現実で暮らし、しかもほとん
ど話題にもならないっていうこの現実を、少しで
も私たちは多くの皆さんに伝えながら、この現実
の担い手になりたいと思って活動をしているとこ
ろです。
　まだまだ道半ばですけれども、この中でまさ
に、だからこそ、一緒に皆さんと研究を続けたい
というふうに思っています。ご清聴ありがとうご
ざいました。
